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さ
い
。

　
【
展
示
期
間
】８
月
１
日（
日
）〜

９
月
５
日
（
日
）
の
い
ず
れ
も
午

前　

時
〜
午
後
５
時
（
水
曜
・
木

１０
曜
日
は
午
後
６
時
ま
で
）。
た
だ
し
、

８
月
２
日
・
９
日
・　

日
・　

日
・

１６

２３

　

日
の
月
曜
日
と　

日
（
火
）
は

３０

１７

休
館

　
【
会
場
】中
央
図
書
館
２
階
展
示

コ
ー
ナ
ー

　

な
お
、
北
原
氏
が
執
筆
・
写
真

撮
影
し
た
『
多
摩
の
昆
虫
』（
１
０

０
０
円
）
を
広
報
課
窓
口
（
市
役

所
２
階
）
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
昆
虫
の
季
節
が
や
っ
て

多摩の昆虫展
―昆虫の

移り変わり―
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だ
さ
い
。

 　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
健
康
の

大
切
さ
や
保
険
医
療
制
度
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
医

療
機
関
で
受
診
さ
れ
た
医
療
費
の

額
等
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
通
知
す
る
も
の
は
、
通

常
の
医
療
機
関
か
ら
、
あ
る
い
は

整
骨
院
や
接
骨
院
な
ど
で
治
療
を

受
け
柔
道
整
復
師
か
ら
市
へ
請
求

が
さ
れ
た
分
で
、
８
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。
対
象
は
、
本
年
５
月

に
受
診
さ
れ
た
も
の
で
、
受
診
年

月
、
受
診
者
名
・
受
診
区
分
（
入

院
・
柔
整
等
）・
受
診
日
数
・
医
療

費
の
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
の
額
に
は
、
自

由
診
療
に
よ
る
も
の
や
差
額
ベ
ッ

国
民
健
康
保
険
・
医
療
費

（
５
月
分
）通
知
を
送
付

ト
代
な
ど
自
由
診
療
分
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医
療
機
関

か
ら
請
求
が
遅
れ
て
い
る
も
の
は

記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

※
こ
の
通
知
に
よ
っ
て
特
別
手

続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 　

入
院
時
の
食
事
療
養
費
（
標
準

負
担
額
）
に
関
し
市
民
税
非
課
税

入
院
時
食
事
代（
標
準

負
担
額
）の
負
担
が
軽
減

児
童
扶
養
手
当
･
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
で
、

ま
だ
手
当
を
受
け
て
い
な
い
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

そ
れ
ぞ
れ
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

児

童

扶

養

手

当

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
お
子
さ
ん
を

扶
養
し
て
い
る
母
親
ま
た
は
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童
②
父

が
死
亡
し
た
児
童
③
父
が
重
度
の

障
害
を
も
つ
児
童
④
父
が
生
死
不

明
の
児
童
⑤
父
に
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
児
童
⑥
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
生
ま
れ
た
児
童
⑦
父
が
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
。

た
だ
し
、
母
親
ま
た
は
養
育
し
て

い
る
方
が
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の

年
金
を
受
給
で
き
る
と
き
、
ま
た

は
、
そ
の
お
子
さ
ん
が
父
親
に
支

給
さ
れ
て
い
る
年
金
の
加
算
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
は
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

支
給
期
間
は
、
お
子
さ
ん
の
年

齢
が　

歳
に
到
達
し
た
日
の
属
す

１８

る
年
度
末
ま
で
で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る　

歳
未
満
の

２０

お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る
父

親
・
母
親
ま
た
は
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

①
知
的
障
害
（
愛
の
手
帳
１
度

〜
３
度
程
度
）
が
あ
る
児
童
②
身

体
に
障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
〜
３
級
程
度
）
が
あ
る
児
童
③

右
記
の
①
・
②
と
同
程
度
の
疾
病

も
し
く
は
身
体
ま
た
は
精
神
の
障

害
が
あ
る
児
童
。
た
だ
し
、
そ
の

お
子
さ
ん
が
障
害
を
理
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

申
請
に
は
指
定
の
診
断
書
の
提
出

が
必
要
で
す
が
、
省
略
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届

を

お

忘

れ

な

く

　

市
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
、
児

童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
に
、

前
年
の
所
得
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
の
届
け
出
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
届
け
出
が
な

い
と
、　

月
期
分
か
ら
の
手
当
が

１２

支
給
さ
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

　

受
給
し
て
い
る
方
に
は
手
続
き

方
法
の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
８
月　

日
（
水
）
〜　

日

１１

２４

（
火
）
に
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所

２
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
・
障

害
者
福
祉
手
当
の
所
得
制

限
額
が
据
え
置
か
れ
ま
す

　
【
所
得
制
限
額
】本
人
所
得
が
３

６
０
万
４
０
０
０
円
で
、
扶
養
親

族
等
が
一
人
増
す
ご
と
に　

万
円

３８

を
加
算
し
ま
す
。
ま
た
、
扶
養
親

族
等
の
う
ち
、
老
人
控
除
対
象
配

偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
が
あ

る
場
合
は
、
一
人
に
つ
き　

万
円

１０

を
、
特
定
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合

は
、
一
人
に
つ
き　

万
円
を
加
算

２５

し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
障
害
福

祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
現
在
受
給
中
の
方
は
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

　
【
対
象
】①
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
＝
市
内
に
住
所
が
あ
る　

歳
以

２０

上
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
。
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
の
方
▽
愛

の
手
帳
１
度
〜
３
度
の
方

▽
脳
性
ま
ひ
ま
た
は
進
行

性
筋
萎
（
い
）
縮
症
の
方
。

た
だ
し
、
老
人
福
祉
手
当

を
受
け
て
い
る
方
と
施
設

に
入
所
し
て
い
る
方
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　

歳
以
上
で
新
た
に
手
帳

６５を
取
得
さ
れ
た
方
は
受
給

で
き
ま
せ
ん
②
障
害
者
福

祉
手
当
＝
市
内
に
住
所
の

あ
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
。
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
〜
４
級

の
方
▽
愛
の
手
帳
１
度
〜
４
度
の

方
▽
脳
性
ま
ひ
ま
た
は
進
行
性
筋

萎
縮
症
の
方
。
た
だ
し
、
児
童
育

成
手
当
の
障
害
手
当
・
心
身
障
害

者
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
方
と

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
受
給

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、　

歳
以
上

６５

で
新
た
に
手
帳
を
取
得
さ
れ
た
方

に
は
制
限
が
あ
り
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
の
所
得
制
限

額
が
据
え
置
か
れ
ま
す

　

手
当
を
継
続
し
て
受
給
す
る
た

め
に
は
、
前
年
の
所
得
状
況
や
支

給
要
件
の
状
況
な
ど
を
届
け
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
今
年
の

　

月
期
分
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ

１１れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
給
し
て
い
る
方
に
は
現
況
届
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
９
日

（
月
）
〜
９
月
８
日
（
水
）
に
障
害

福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
対
象
】①
特
別
障
害
者
手
当
＝

　

歳
以
上
で
身
体
ま
た
は
精
神
に

２０著
し
い
障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害

者
手
帳
１
・
２
級
ま
た
は
愛
の
手

帳
１
・
２
度
程
度
の
障
害
が
重
複

し
て
い
る
在
宅
の
方
②
障
害
児
福

祉
手
当
＝　

歳
未
満
で
、
身
体
ま

２０

た
は
精
神
に
著
し
い
障
害
が
あ
り
、

身
体
障
害
者
１
級
程
度
ま
た
は
愛

の
手
帳
１
度
程
度
の
方

　

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
情
報

福
祉
情
報
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児
童
福
祉

児
童
福
祉

障
害
者
福
祉

障
害
者
福
祉

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
助
成

係
�　

・
７
７
３
６
へ
。

７０

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
�　

・
７０

７
７
４
７
へ
。

生
法
に
よ
る
再
生
計
画
の
認
可
決

世
帯
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
に

よ
り「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
る
と
本
人
負
担
額

の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

入
院
中
で
新
た
に
申
請
さ
れ
る

方
や
７
月　

日
で
有
効
期
限
が
切

３１

れ
引
き
続
き
更
新
さ
れ
る
方
は
、

被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
保

険
年
金
課
（
市
役
所
２
階
）
へ
。

 　

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
者
医
療

を
受
け
る
と
き
に
、市
民
税
非
課

税
世
帯
に
該
当
す
る
方
は
、申
請

に
よ
り「
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
る
と
、１
カ
月
の
負

担
限
度
額
が
１
万
２
０
０
０
円
か

ら
８
０
０
０
円
に
引
き
下
げ
ら
れ

る
な
ど
の
減
額
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
負
担
減
額
認
定
証
の
有
効

期
限
が
７
月　

日
で
切
れ
ま
す
の

３１

で
、
引
き
続
き
交
付
を
受
け
る
方

は
、
必
ず
診
療
を
受
け
る
前
に
同

課
で
交
付
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

高

齢

者

医

療

の

負
担
軽
減
措
置
を

受
け
て
い
る
方
は
？

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
�　

・
７
７
３
２
へ
。

７０

特別障害者手当等所得制限限度額
所 得 制 限 限 度 額扶養親族 

等の人数 扶養義務者本 人
６，２８７，０００円３，６０４，０００円０　人

６，５３６，０００円３，９８４，０００円１　人

６，７４９，０００円４，３６４，０００円２　人

６，９６２，０００円４，７４４，０００円３　人

７，１７５，０００円５，１２４，０００円４　人

７，３８８，０００円５，５０４，０００円５　人

入院時の食事代の標準負担額

本人負担額
（１日当たり）区　　　　　　　分

７８０円　一定以上の所得がある方

６５０円９０日までの入院低所得Ⅱ（住民税
非課税世帯）の方 ５００円９０日を超える入院

３００円
　低所得Ⅰ（住民税非課税世帯で、
　控除後の所得が０円）の方
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曜
日（
午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時
）

　詳しくは生涯学習課文化財
係�７０・７７８４へ。

情　

報

国

保

　

◆
墨
華
書
道
会　

月
２
回
、

木
曜
日
の
午
後
１
時
〜
３
時
、

中
央
公
民
館
で
。会
費
月
３
０

０
０
円
。
詳
し
く
は
鈴
木
�

　

・
７
８
０
４
へ
。

２２
　

◆
仙
武
館
空
手
道
教
室（
致

道
会<

市
体
育
協
会
加
盟>

）

　

毎
週
日
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
午
後
零
時
半
、南
町
小
学
校

体
育
館
ほ
か
で
。会
費
月
３
０

０
０
円
。
小
学
生
以
上
。
初
心

者
歓
迎
。全
日
本
空
手
道
連
盟

公
認
八
段
で
文
部
科
学
省
認

定
コ
ー
チ
の
越
山
洋
一
氏
が

指
導
。
詳
し
く
は
土
居
�　

・
７５

９
３
７
５
へ
。

　

◆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東
京

都
第
１
５
０
団　

月
２
回
、日

曜
日
、
中
央
公
民
館
ほ
か
で
。

年
長
〜
小
学
生
。詳
し
く
は
當

麻
�　

・
７
４
３
０
へ
。

７３

　

◆
く
る
め
水
墨
画　

毎
月

第
１
・
第
３
木
曜
日
の
午
前　
１０

時
〜
正
午
、福
祉
会
館
で
。
会

費
月
１
５
０
０
円
。初
心
者
歓

迎
。日
本
水
墨
画
協
会
講
師
の

宮
沢
栄
之
氏
の
指
導
。詳
し
く

は
�
橋
�　

・
６
７
８
８
へ
。

５８

　

◆
踊
り
（
お
っ
た
の
会
）　

月
３
回
、火
曜
日
の
午
後
６
時

〜
８
時
、中
央
公
民
館
ほ
か
で
。

会
費
月
５
０
０
０
円
。楽
し
い

安
来
節
踊
り
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
島
田
�　

・
２
８
４

７２

１
へ
。

　

◆
料
理
（
霜
月
会
）　

毎
月

第
３
木
曜
日
の
午
前
９
時
〜

正
午
、中
央
公
民
館
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、会
費
３
カ
月

５
０
０
０
円
。
若
干
名
。
日
常

か
ら
お
も
て
な
し
ま
で
の
料

理
。
栄
養
講
座
も
あ
り
。
詳
し

く
は
末
広
�　

・
２
９
２
７
へ
。

７３

　

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
入
門（
ピ
カ

ケ
・
フ
ラ
・
サ
ー
ク
ル
）　

月

曜
日
の
午
後
２
時
５
分
〜
２

時
半
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

詳
し
く
は
図
南
（
と
な
み
）
�

０
８
０
・
３
０
２
５
・
５
５
９

３
へ
。

　

◆
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト（
ス
ト

ロ
ベ
リ
ー
・
ミ
ン
ト
）　

毎
月

第
２
・
第
４
月
曜
日
の
午
前　
１０

時
〜
正
午
、
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。初
心
者

歓
迎
。
詳
し
く
は
稲
村
�　

・
５８

１
９
０
７
へ
。

　

◆
楽
し
い
ウ
ク
レ
レ　

月

３
回
、土
曜
日
の
午
後
１
時
〜

３
時
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
。入
会
金
２
０
０
０
円
、

会
費
月
４
０
０
０
円
。詳
し
く

は
有
田
�　

・
４
０
６
５
へ
。

７２

　

◆
少
年
野
球
（
久
留
米
ス

タ
ー
ズ
）　

毎
週
土
曜
・
日
曜

日
と
祝
日
、第
八
小
学
校
校
庭

ほ
か
で
。入
会
金
２
０
０
０
円
、

会
費
月
２
０
０
０
円
、父
母
会

費
年
２
０
０
０
円
。初
心
者
・

見
学
歓
迎
。詳
し
く
は
安
立

（
あ
だ
ち
）�　

・
２
１
２
５
へ
。

７７

　

◆
東
久
留
米
混
声
合
唱
団

　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
６
時

　

分
〜
９
時
、中
央
公
民
館
ほ

４５か
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。男
性
歓

迎
。
詳
し
く
は
矢
澤
�　

・
０
７４

３
８
０
へ
。

　

◆
ヘ
ル
シ
ー
体
操（
美
楽
留

<

ミ
ラ
ク
ル>

）　

毎
月
最
終

月
曜
日
ほ
か
、保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
。入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
１
回
５
０
０
円
。初
心
者

歓
迎
。
詳
し
く
は
岡
本
�　

・
７４

０
６
６
１
へ
。

　

◆
あ
そ
び
に
お
い
で
よ
駅

前
夏
祭
り
〈
ナ
イ
ト
〉（
駅
前

商
店
会
）　

８
月
７
日
（
土
）

午
後
５
時
〜
９
時
、東
久
留
米

駅
前
北
口
通
り
で
。
歌
、落
語

こ
ば
な
し
、
福
引
、
ど
じ
ょ
う

す
く
い
踊
り
、い
ー
く
る
ダ
ン

ス
、
エ
イ
サ
ー
踊
り
、
フ
リ
ー

�

�

�

�

���������������������������

���������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て

い
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き

は
、
亡
く
な
っ
た
日
の
属
す
る

月
の
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

未
払
い
の
年
金
が
あ
る
と
き
は
、

「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付
請

求
書
」
と
「
年
金
受
給
権
者

死
亡
届
」
を
武
蔵
野
社
会
保

険
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

未
支
給
年
金
を
受
け
ら
れ
る

遺
族
の
順
位
は
、
受
給
者
の
死

亡
の
当
時
、
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
年
金
受
給
者
死
亡

届
」
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

死
亡
後
も
年
金
が
そ
の
ま
ま
支

払
わ
れ
、
遺
族
の
方
が
返
納
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

をして
にもで
さんの

１６日の
正午

鍋幸夫

習機・
費）

日（金）
いわい

老
齢
基
礎
年
金
を 

受
け
て
い
る
方
が 

亡
く
な
ら
れ
た
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
が
、
国
民

年
金
保
険
料
と
し
て
、　

カ
月

３６

以
上
納
付
し
て
い
れ
ば
、
亡
く

な
っ
た
方
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
遺
族
に
死
亡
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ

た
日
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と

時
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

死
亡
一
時
金
を
受
け
ら
れ
る

遺
族
の
順
位
は
、
前
述
の
未
支

給
年
金
を
受
け
ら
れ
る
遺
族
と

同
じ
で
す
。
ま
た
、
寡
婦
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

る
場
合
は
、
死
亡
一
時
金
と
の

選
択
に
な
り
ま
す
。
特
別
支
給

の
厚
生
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
（　

歳
〜　

歳
）
で
、
ま
だ

６０

６５

国
民
年
金
第
１
号
と
し
て
納
付

し
た
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

な
い
方
の
遺
族
も
死
亡
一
時
金

の
請
求
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民

年
金
係
�　

・
７
７
３
３
ま
た

７０

は
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
�

０
４
２
２
・　

・
１
４
１
１
へ
。

５６

国
民
年
金
１
号
に
加
入

し
た
こ
と
が
あ
り
、 

老
齢
基
礎
年
金
受
給
前

に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

 
会
員
募
集 

 
催　
　

し 
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詳
し
く
は
同
係
へ
。

各
講
座
共
通
の
事
柄

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

　
【
定
員
】
先
着　

名
３０

中

期

コ

ー

ス

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
福

祉
へ
の
関
心
は
高
ま
る
一
方
、
行

政
の
対
応
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
福
祉
全
般
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

　

今
、「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
」
を
こ
の
講
座
を
通
し
て
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
【
日
程
・
内
容
】
左
表
の
通
り　

　
【
受
講
料
】２
０
０
０
円（
資
料
・

　

今
年
も
昆
虫
の
季
節
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。

　

お
よ
そ　

億
年
の
地
球
の
歴
史

５０

の
中
で
、
生
命
が
誕
生
し
多
種
多

様
に
進
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
、
全
生
物
の
３
分
の
２
に

当
た
る
百
万
種
が
昆
虫
の
グ
ル
ー

プ
に
属
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
身
近
な
生
き
物
を
よ
く
観
察

し
て
み
る
と
、
環
境
へ
の
適
応
の

仕
方
な
ど
学
ぶ
こ
と
が
多
い
の
に

気
付
く
で
し
ょ
う
。

　

昆
虫
研
究
家
の
北
原
俊
幸
氏
の

監
修
に
よ
り
、
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
昆
虫
標
本
を
展
示
し
ま
す
。
夏

休
み
の
一
日
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

　

中
期
コ
ー
ス
・
防
災
ま
ち
づ
く

り
学
校
と
も
に
、
申
し
込
み
は
８

月
２
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
係
（
市
役
所
６
階
）
�　

・
７０

７
７
８
４
へ
。

�
受　

講　

生　

を　

募　

集

【中期コース】「みんなで支えよう福祉のまちづくり」―学びから実践へ―

講　　　師　　　等内　　　　　　　　　　容月　日回

健康福祉部長基調講演：多様化する福祉の現状と市民への
　　　　  期待８月２５日１

市民大学運営委員オリエンテーション９月１日２

マイクロバス使用見学：東京少年鑑別所９月８日３

第八小学校校長の秋元紀子氏講義：学校と地域を結ぶ輪９月１５日４

くるめパソコン作業所所長の
高原聡氏講義：精神障害者の地域生活の現状９月２２日５

ライフパートナー「こぶし」
施設長の斎藤幸男氏

講義：知的障害者の生活と社会参加
見学：ライフパートナー「こぶし」９月２９日６

障害福祉課長

マイクロバス使用

講義：障害者福祉の現状　心のバリアフリー
化について

見学：所沢保健センター
１０月６日７

社会福祉協議会講義：今私たちにできること、支え合いのま
　　  ちづくり１０月１３日８

介護福祉課長講義：急速な高齢化と自治体としての対策１０月２０日９

特別養護老人ホーム「マザアス」
施設長の高原敏夫氏

講義：特別養護老人ホームの今後の課題
見学：特別養護老人ホーム「マザアス」１０月２７日１０

小平児童相談所講義：子供たちをとりまく生活環境と問題点１１月１０日１１

コーディネーターの福田紀子氏討議：グループ討議（フィールドワーク）

１１月１７日１２

１１月２４日１３

１２月１日１４

１２月８日１５

市民大学運営委員グループ発表、修了式１２月１５日１６

※いずれも水曜日の午前１０時～正午（ただし、第６回・第７回・第１０回の見学は午後）、成美教
育文化会館５階研修室で（ただし、第１回はさいわい福祉センター、第１０回は特別養護老人ホー
ム「マザアス」）。 

【防災まちづくり学校】
講　師　等内　　　　容月　日回

東京大学名誉教授の溝上恵氏首都直下地震とその対策について９月８日１

自主防災研究会オリエンテーション９月１５日２

総務課災害時の行政の対応９月２２日３

消防本部東久留米市の消防９月２９日４

国分寺市都市計画課の小山則夫氏市民参加の防災まちづくり１０月６日５

生涯学習課、マイクロバス使用市内防災関連部署の見学１０月１３日６

消防本部救急救護の講義と実習１０月２０日７

時事通信社の中川和之氏地震防災マップ（横浜市の計画）１０月２７日８

生涯学習課本所防災館見学１１月１０日９

自主防災研究会地震だ！　あなたならどうする１１月１７日１０

自主防災研究会家庭における安全対策１１月２４日１１

板橋区前防災課長の鍵屋一氏地域防災力の強化１２月１日１２

自主防災研究会総合討論１２月８日１３

自主防災研究会総合討論、修了式１２月１５日１４

※いずれも水曜日の午後１時半～４時半、成美教育文化会館５階研修室で。

　

都
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
通

り
募
集
し
ま
す
。
申
し
込
み
資
格

等
、
詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　

①
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ
る
募
集

＝
家
族
向
け
の
み

　

②
抽
選
方
式
に
よ
る
募
集
＝
単

身
者
向
け
・
単
身
者
用
車
い
す
使

用
者
向
け
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅

（
高
齢
者
集
合
住
宅
）

　

③
事
業
再
建
者
向
け
定
期
使
用

住
宅
＝
事
業
再
建
に
向
け
て
意
欲

的
に
取
り
組
む
中
小
企
業
者
を
居

住
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
行
う
も
の
で
す

　

※
申
し
込
み
資
格
は
都
営
住
宅

の
入
居
資
格
の
ほ
か
に
、
事
業
の

破
た
ん
に
伴
い
、
自
己
の
所
有
す

る
住
宅
を
失
っ
た
者
で
、
民
事
再

　

文
部
科
学
省
で
は
、
病
気
な
ど

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
そ
の
保

護
者
が
小
・
中
学
校
に
就
学
さ
せ

る
義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ

た
方
な
ど
に
対
し
、
中
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を

認
定
す
る
た
め
の
試
験
を
実
施
し

ま
す
。
合
格
し
た
方
に
は
高
等
学

校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
【
願
書
受
付
期
間
】
８
月
２
日

（
月
）
〜
９
月
３
日
（
金
）

　
【
試
験
日
】　

月
１
日
（
月
）

１１

　
【
合
格
発
表
】　

月
上
旬（
予
定
）

１２

　
【
試
験
科
目
】
国
語
・
社
会
・
数

学
・
理
科
・
英
語

　
【
試
験
会
場
】東
京
都
就
学
相
談

室
（
渋
谷
区
笹
塚
１
ノ　

ノ
９
）

２６

を
予
定

　

※
受
験
案
内
は
、
都
教
育
庁
学

務
部
義
務
教
育
心
身
障
害
教
育
課

小
・
中
学
校
係
（
都
庁
第
二
本
庁

舎　

階
）
お
よ
び
市
教
育
委
員
会

２８
学
務
課
（
市
役
所
６
階
）
に
あ
り

ま
す
。

　

願
書
の
受
け
付
け
と
詳
し
く
は

都
同
課
�　

・
５
３
２
０
・
６
７

０３

５
２
へ
。

中学校卒業程度 

認定試験の実施

平成１６年度

生
法
に
よ
る
再
生
計
画
の
認
可
決

定
を
受
け
、
都
内
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
中
小
企
業
の
経
営
者
で
あ

る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
【
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
布
期

間
と
配
布
会
場
】
８
月
２
日
（
月
）

〜
６
日
（
金
）
と
９
日
（
月
）
〜

　

日
（
水
）
が
地
域
政
策
課
（
市

１１役
所
５
階
）
お
よ
び
上
の
原
・
滝

山
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
出
張
所
と

都
内
区
市
役
所
ま
た
は
町
村
役
場

で
。
都
庁
第
一
本
庁
舎
１
階
北
側

東
京
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
内
お
よ

び
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ

ン
タ
ー
で
は
、
前
述
の
期
間
の
ほ

か
８
月
７
日
・
８
日
の
土
曜
・
日

保
険
代
等
）

防
災
ま
ち
づ
く
り
学
校

　

東
久
留
米

市
を
災
害
に

強
い
ま
ち
に

す
る
た
め
、

自
主
防
災
に

関
す
る
知
識

や
情
報
を
系

統
的
に
学
習

し
ま
す
。

　
【
日
程
・
内

都
営
住
宅
の 

入
居
者
募
集

曜
日（
午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時
）

も
配
布
し
て
い
ま
す

　

申
し
込
み
は
郵
送

で
い
ず
れ
も
８
月　
１６

日
（
月
）ま
で
に（
必

着
）、①
③
は
募
集
セ

ン
タ
ー
へ
、②
は
渋

谷
郵
便
局
に
届
い
た
も
の
に
限
り

受
け
付
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
住
宅
政
策
係
�

　

・
７
７
６
４
ま
た
は
東
京
都
住

７０宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
�
０

５
７
０
・
０
１
０
８
１
０
（
８
月

　

日
ま
で
）
ま
た
は
�　

・
３
４

１１

０３

９
８
・
８
８
９
４
（
８
月　

日
以

１２

降
）
へ
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

時
半
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

土
曜
日
の
午
前　

時
〜　

時

１０

１０

　

分
が
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

２５で
。
費
用
無
料
。
初
め
て
フ
ラ

ダ
ン
ス
を
す
る
方
。詳
し
く
は

荒
本
�　

・
５
２
０
６
へ
。

７８

　

◆
料
理
教
室
も
く
よ
ん
会

　

毎
月
第
３
木
曜
日
の
午
後

１
時
〜
４
時
半
、福
祉
会
館
で
。

会
費
月
１
７
０
０
円
。高
齢
者

の
栄
養
改
善
。詳
し
く
は
鈴
木

�　

・
７
２
１
７
へ
。

７２

　

◆
東
久
留
米
短
歌
会　

毎

月
第
３
土
曜
日
の
午
後
１
時

〜
４
時
、成
美
教
育
文
化
会
館

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、会

費
月
８
０
０
円
。初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
大
塚
�　

・
３
０
７

７３

５
へ
。

　

◆
歌
林
短
歌
会　

毎
月
第

３
水
曜
日
の
午
後
１
時
半
〜

３
時
半
、中
央
図
書
館
で
。
会

費
月
１
０
０
０
円
。初
心
者
歓

迎
。
詳
し
く
は
中
村
�　

・
９
７２

８
１
３
へ
。

　

◆
マ
ロ
ニ
エ
大
正
琴
会　

月
２
回
、土
曜
日
の
午
後
６
時

半
〜
８
時
半
、市
民
プ
ラ
ザ
会

議
室
で
。会
費
月
４
２
０
０
円
。

流
派
不
問
。童
謡
か
ら
演
歌
ま

で
。
見
学
・
体
験
自
由
。
現
在

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
練
習
中
。
詳

し
く
は
久
保
田
�　

・
２
７
６

７３

６
へ
。

　

◆
朗
読
劇（
東
久
留
米
こ
と

り
の
会
）　

第
２
〜
第
４
火
曜

日
の
午
後
２
時
〜
４
時
、中
央

公
民
館
で
。会
費
１
回
１
０
０

０
円
。
経
験
不
問
。
見
学
歓
迎
。

ス

エ
イ
サ
ー
踊
り

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。ド
ナ
ル
ド

も
来
ま
す
。東
京
学
芸
大
学
付

属
養
護
学
校
の
夕
涼
み
会
と

同
時
開
催
。詳
し
く
は
神
藤
�

　

・
６
６
６
６
へ
。

７５
　

◆
サ
マ
ー
・
ダ
ン
ス
・
パ
ー

テ
ィ
ー（
ド
リ
ー
ム
社
交
ダ
ン

ス
）　

８
月　

日
（
月
）
午
後

１６

１
時　

分
〜
４
時　

分
、市
民

１５

１５

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。参
加
費
７

０
０
円
。
お
一
人
で
も
、ペ
ア

で
も
参
加
可
。詳
し
く
は
丸
山

�
０
９
０
・
３
４
７
２
・
９
４

２
８
へ
。

　

◆
武
蔵
野
北
高
校
Ｏ
Ｂ
吹

奏
楽
団
第
８
回
演
奏
会　

８

月　

日
（
日
）
午
後
１
時
半
開

１５
演
（
１
時
開
場
）、
ル
ネ
こ
だ

い
ら
大
ホ
ー
ル
で
。入
場
料
無

料
。バ
レ
エ
音
楽「
ガ
イ
ー
ヌ
」

よ
り
、
祝
典
の
た
め
の
音
楽
、

ス
テ
ィ
ー
ビ
ー
・
ワ
ン
ダ
ー
メ

ド
レ
ー
ほ
か
。詳
し
く
は
渡
邊

�　

・
２
６
６
７
へ
。

７５

　

◆
第　

回
納
涼
盆
踊
り
大

１１

会
（
下
里
ふ
る
さ
と
の
会
）　

８
月　

日
（
金
）・　

日
（
土
）

１３

１４

い
ず
れ
も
午
後
６
時
半
〜
９

時
半
、
下
里
氷
川
神
社
（
下
里

二
丁
目
）で
。
詳
し
く
は
大
島

�　

・
２
９
２
７
へ
。

７１

　

◆
盆
踊
り（
日
本
民
謡
普
及

会
）　

８
月
４
日
・　

日
い
ず

１１

れ
も
水
曜
日
の
午
前
９
時
半

〜　

時
半
、
南
町
地
区
セ
ン

１１
タ
ー
で
。
気
軽
な
服
装
で
。
詳

し
く
は
市
瀬
�　

・
７
２
５
３

７７

へ
。

市
民
大
学

市
民
大
学

�

�

�

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
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た
ま
に
は
外
で
ビ
デ
オ
を
見
て
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
日
常
生
活

を
テ
ー
マ
に
し
た
名
作
を
上
映
し
、
そ
の
後
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み

な
が
ら
学
習
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
�　

・
０
０
６
１
へ
。

７２

　

〜
上
映
映
画
〜
『
今
日
か
ら
始
ま
る
』

　
（
１
９
９
９
年
フ
ラ
ン
ス
）

　

今
回
の
作
品
の
テ
ー
マ
は
、『
子
ど
も
の
人
権
』、
監
督
は
ベ
ル
ト

ラ
ン
・
タ
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
で
す
。

　

▽
あ
ら
す
じ
＝
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
失
業
者
が
あ
ふ
れ
る

田
舎
町
。
幼
稚
園
の
園
長
は
、
親
の
生
活
苦
に
よ
っ
て
子
供

た
ち
が
愛
情
を
満
足
に
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
胸
を
痛
め

て
い
る
。
彼
は
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
局
に
対
し

て
立
ち
上
が
る
の
だ
が
。

　
【
日
時
】
８
月　

日
（
木
）
午
前　

時
〜
午
後
１
時
（
終

２６

１０

了
予
定
）

　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
【
参
加
費
】
無
料
（
別
途
茶
菓
代
１
０
０
円
）

　
【
定
員
】　

名
２４

　

申
し
込
み
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス　

・
０
０
５
３
ま
た
は
電

７２

子
メ
ー
ル
（
下
記
ア
ド
レ
ス
参
照
）
に
て
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

※
満
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育
あ
り
。
８
月　

日（
木
）ま

１９

で
に
予
約
を
。

　

※
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
中
・
高
生
に
も
お
勧
め
で
す
。
友

達
と
一
緒
に
、
ま
た
は
親
子
連
れ
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 ◆男女平等推進センターメールアドレス 

fifty2@higashikurume-city.jp

　７月２６日現在、「会員募集」「催し」のいずれも

９月１日号～１０月１日号の掲載分を受け付けてい

ます。所定の用紙に必要事項を記入し、広報課

（市役所２階）で、発行日の２０日前までに申し込ん

でください。毎号、「会員募集」は１８件、「催し」

は１２件まで、先着順に受け付けます。同一団体の

掲載は、「会員募集」「催し」を合わせて１年度に

４回までです。３号以上間隔を空けてください。

　なお、１０月１５日号～来年４月１日号の後期分に

ついては、９月１日（水）から受け付けます。

市民伝言板のご利用を

　視覚障害を持つ方のお手伝いを
みませんか｡市では初めての方に
きる点訳講習会を開催します。皆さ
参加をお待ちしています。
　【日程】全１５回。９月２日～１２月１６
毎週木曜日、いずれも午前１０時～正
　【会場】さいわい福祉センター
　【講師】てんとうむしの会の真鍋
氏
　【参加費】２０００円程度（点字練習
テキスト「点字のしおり」・教材費
　【定員】先着２５名
　申し込みは８月２日（月）～１３日
午前９時～午後５時に電話でさい
福祉センター�７７・２７１１へ。
　詳しくは同センターへ。

点訳講習会

容
】
左
表
の
通
り

　
【
受
講
料
】１
９
０
０
円（
資
料
・

保
険
代
等
）


